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Ⅰ 事業の概要  

 

第１ 令和３年度事業概要 

 

農業は、食料の安定供給及び国土や自然環境の保全などを通じて、市

民生活の安全・安心を築く「生命産業」として重要な役割を果たすとと

もに、他産業との結びつきによる地域経済の発展や農村が有する美しい

田園風景が都市住民に安らぎを与えるなど、豊かな市民生活の実現に大

きく貢献しています。 

 

東松山市の農業は、1,440ha(令和２年)の耕地面積を擁し、水田農業を

始め、ナシやクリなどの果樹や多種多様な野菜・花きの生産が行われて

います。 

 

東松山市では、東松山市農業振興ビジョン（平成２９年３月策定）の

将来像に掲げられた「安全な農産物づくりとブランド化が進み、収益性

の高い農業が営まれるまち」の実現に向け、農業の担い手となる人材の

育成・確保や農畜産物のブランド化の推進などに取り組んでいます。 

  

当公社は、このビジョンの基本方針に基づき、市が進める諸施策を農

業の現場において、農業者の安定的かつ効率的な農業経営の実現のため、

担い手の育成・確保や担い手への農地の集積などに取り組みました。 

 

更に、東松山市の再整備により令和元年度にリニューアルオープンし

た「東松山市農林公園」の研修事業等に積極的に関与しつつ、当該施設

を活用した農業の活性化に努めました。 

 

 



 

 
 

第２ 事業別実施概要 

 

１ 農地中間管理事業 

令和元年度まで「農地利用集積円滑化団体」として、農地の借受

け、貸付けを行ってきた。 

令和２年度から農地中間管理機構から農地中間管理事業に係る業

務を受託している。 

 

【具体的取組】 

①  農地利用集積円滑化事業で設定された利用権を中間管理事業

に一括承継するにあたり、地権者と耕作者間の新たな貸借条

件の調整と必要書類の作成を行った。  

②  東松山市との役割分担の基に、公社は地域推進型地区（古

凍、田木、毛塚）以外の新規利用権設定の手続きと東松山市

が行う中間管理事業の対象外の農地（園芸ハウス用地、果樹

園、利用料物納農地）の貸借に係る利用条件調整事務手続き

等のサポートを行った。 

③  「人・農地プラン」に位置付けられた担い手に対する農用地

の利用集積を支援した。 

 

【事業実績】 

農 地 中 間 管 理 事 業 締 結 実 績 (単 位 ： 筆 ・ ㎡) 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地利用集積円滑化事業締結実績 (単 位 ： 筆 ・ ㎡) 

 

  

地区名 筆数 面積 

松山 54 86,184 

大岡 77 87,513 

唐子 354 446,236 

高坂 601 417,618.06 

野本 1,093 1,030,115.05 

合計 2,179 2,067,666.11 

 筆数 面積  

市内全域 281 273,624.38 



 

 
 

２ 担い手育成・支援事業 

(1)担い手育成・支援事業 

地域農業の担い手を確保するための新規就農者の育成と自立経

営に向けた支援を行った。 

 

【具体的取組】 

①  随時就農相談を実施し、また、市と合同就農相談会を開催し

た。（相談件数２４件、相談者数２７人） 

②  新規就農者等に農地の確保や農業用機械の調達に関する支援

を行った。 

③  新規参入希望者や帰農希望者を対象に、農業経営に関する専

門知識と栽培技術の習得に関する実践研修を開催した。 

※  新型コロナウイルス感染防止のため、都内開催の就農相談会

は参加を見合わせた。 

  

【事業実績】 

〔 就 農 相 談 会 ・ 農 園 見 学 会 の開 催 〕  

名   称  開 催 時 期  開 催 場 所  相 談 者 数  

就 農 相 談 ウィーク 

就 農 相 談 会  

令 和 ４ 年 2 月 14 日

(月 )～ 2 月 20 日 （ 日 ）  

市 本 庁 舎 （ 地 下

打 ち合 わせスペ

ースおよび地 下

休 憩 室 ) 

7 件  

10 人  

 

〔 農 業 塾 の開 催 〕  

コース名  期   間  開 催 場 所  受 講 生  

野 菜 コース 令 和 3 年 4 月 ～ 令 和 4 年 3 月  新 郷 ほ場  6 人  

梨 コース 令 和 2 年 11 月 ～ 令 和 3 年 10 月  

令 和 3 年 11 月 ～ 令 和 4 年 10 月

（ 予 定 ）  

東 平 梨 園  

〃 

3 人  

5 人  

 

 



 

 
 

(2)農林公園担い手育成事業 

東松山市の農業・観光の拠点となる「東松山市農林公園」にお

いて、園内の畑を活用し、農業の担い手を育成する事業や農業を

身近に感じるための事業を展開した。 

 

【具体的取組】 

①  担い手育成のための露地野菜栽培休日研修（新品目・新品

種）を開催した。 

②  栽培した野菜の収穫体験（スイートコーン、たまねぎ、じゃ

がいも、さつまいも、さといも、ロマネスコ）と栽培展示を

実施した。 

③  果樹の幼木（ブルーベリー：１２２本、みかん：９４本）の

栽培管理（除草、かん水、施肥、害虫防除、稲わら及び木材

チップのマルチ）と養成を行った。また、ブルーベリーの防

鳥対策施設を試験的に建設し、効果を確認した。 

 

【事業実績】 

〔 農 業 研 修 等 の開 催 〕  

 

 

区 分 内  容 回数(回) 人数(人) 

農業研修 露地野菜栽培研修 18 7 

収穫体験 野菜の収穫体験 6 延 233 

栽培展示 栽培展示 3 品目 ― 



 

 
 

３ 農業機械の有効利用に関する事業 

農業者の初期投資の負担軽減、また作業の効率化や生産コストの

低減による経営の安定化・効率化を図るために農業機械の貸出しを

行った。 

 

【具体的取組】 

①  新規就農者への栽培用管理機械の貸出を行った。 

②  新品目の生産拡大に取り組む農業者への高性能機械の貸出を

行った。 

③  利用頻度の低い機械を処分し、利用頻度の高い機械を購入し

た。（フレールモア、ハンマーナイフモア、平高畝整形同時マ

ルチ、乗用草刈機） 

 

【事業実績】 

〔 主 要 農 業 機 械 の利 用 状 況 〕                      （ 単 位 ： 日 ）  

機 械 名  貸 出  直 営 利 用  合 計  

トラクター（ ロータリー）  41 33 74 

トラクター（ フレールモア、ス

ライドモア）  
23 22 45 

トラクター（ ソイルリフター）  1 0 1 

平 畝 整 形 同 時 マルチ 13 7 20 

ハンマーナイフモア 19 16 35 

堆 肥 散 布 機  0 1 1 

栗 自 動 皮 むき機  0 1 1 

乗 用 草 刈 機  26 9 35 

畦 草 刈 機  1 0 1 

乗 用 管 理 機  0 1 1 

歩 行 型 管 理 機  1 3 4 

クローラ運 搬 車  1 1 2 

ブームスプレヤー（ 乗 用 散 布 機 ）  0 3 3 

乗 用 田 植 え機  ４  0 4 

 

 

  



 

 
 

４ 農作業受託事業 

農作業が一時的に困難になった農業者、経営規模の縮小を希望す

る農業者から、農作業、農地管理作業を受託し、地域農業の継続性

を担保するとともに農地の荒廃防止に寄与した。 

 

【具体的取組】 

①  農地の適正活用のための稲刈り等の作業を受託した。 

②  農用地の荒廃防止のための除草作業を受託した。 

 

 

【事業実績】 

〔 農 作 業 の受 託 状 況 〕                        (単 位 ： 件 ・ ａ ) 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 分  耕 運  田 植  稲 刈 り 
部 分  

深 耕  
草 刈 り 合 計  

受 託 件 数  1 0 22 0 29 52 

受 託 面 積  12.29 0 554.40 0 394.90 961.59 



 

 
 

５ 地域農産物育成事業 

(1)東松山市戦略作物育成事業 

東松山市が産地化をめざす野菜（「戦略作物」）の生産拡大を目

指す農業者（「東松山市戦略作物研究会」（平成２５年度設立、会

員 16 人）に対して関係機関（東松山市、県農林振興センター、

ＪＡ埼玉中央及び全農さいたま等）と連携し多面的な支援を行っ

た。 

 

【具体的取組】 

①  品質の平準化に関する提案を行った。特に、白系とうもろこ

し（商標名 ハニーホワイト）については、販売規格を見直

し、品質向上を促した。 

②  農地確保の調整を図り、農業機械の貸出を行った。 

 

【事業実績】 

〔 品 目 別 栽 培 状 況 〕                       （ 単 位 ： ａ ・ 人 ）  

区 分  ｽｲｰﾄｺｰﾝ ｷｬﾍﾞﾂ ｶﾘﾌﾗﾜｰ ﾛﾏﾈｽｺ ﾆﾝﾆｸ 

面 積  170 140 170 20 20 

人 数  8 8 8 2 4 

 

 

(2)ぽろたん等特産果樹普及事業 

平成２５年３月に整備した「ぽろたん農園」の栽培管理につい

て、「ぽろたん管理組合（平成２５年度設立、会員 12 人）」に業

務委託し、市民サポーター（17 人）の協力を得て、樹勢強化と

合わせた圃場の適正管理を行った。 

収穫したクリは、高付加価値製品の開発のための材料（ペース

ト、甘露煮、焼き栗）として供給した。 

 

【具体的取組】 

①  施肥回数及び施肥量の増加による樹勢強化対策を実施した。 

②  樹齢８年生に合った剪定方法（主枝と亜主枝を横に広げ収量

を確保する）を実施した。 

③  樹齢３年生の圃場で、わかりやすい整枝方法（主幹を残した

２本主枝仕立てと主幹形仕立て）の展示圃の管理を行った。 



 

 
 

④  都幾川の堤防拡張に伴い、クリ樹を一部伐採したため、ぽろ

たんを新植し、２本主枝仕立ての展示圃を拡張した。 

 

【事業実績】 

〔 作 業 別 実 施 状 況 〕  

作 業 区 分  実  施  時  期  備   考  

草  刈  4/1、5/14、6/14、7/13、8/5、26、

9/22、10/4、27 

 

防  除  7/19、8/6、26、9/10  

施  肥  7/13、10/28、12/15、3/17 化 学 肥 料 ・ 乾 燥 鶏 糞  

収  穫  9/2～ 10/7（ うち 14 日 ）  サポーター参 加  

収 穫 量   1,618.3kg 

（ ※収 穫 ベース）  

剪  定  成 木  1/21～ 2/1（ うち 8 日 ）   

若 木  3/17 

 

 

 

(3)東松山農産物ブランド加工品育成事業 

農業者と食品加工業者、販売業者との農商工連携による農産加

工品の開発と販路開拓を支援し、市産農産物の付加価値化と知名

度向上に取り組んだ。  

 

【具体的取組】 

①  クリペーストのサンプル利用を機会に、地元洋菓子店でぽろ

たんペーストを使用したモンブランの売り上げが伸びたた

め、生産拡大に繋がった。 

②  クリの生果、甘露煮、ペーストを、農産物加工会社、娯楽施

設及び、高速道路サービスエリアの店舗に継続して供給し、

付加価値を付けた販売を進めた。 

③  パン加工者にぽろたんを提供し、クリを使ったパンを試作し

た。 

④  ＪＡいなほてらすで、ぽろたんの焼き栗のＰＲ販売を行っ

た。 

⑤  古代米（黒米、緑米、赤米）生産農家を支援することによ

り、おかゆとレトルト米が試作され、緑米のレトルト米の生

産販売が実現する見込みとなった。 



 

 
 

(4)東松山農産物等販売促進事業 

東松山市産農産物及びその加工品の冊子を作成し、市民の認知

度を高めた。一方でコロナ禍のため、主要イベントが相次いで中

止となり、農産物等の販売やＰＲ機会が激減した。 

 

【具体的取組】 

①  「地場産農産物加工品カタログ」２,000 部を作成し、掲載

店、ＪＡ直売所、観光案内所等に配布し農産加工品のＰＲを

実施した。 

②  農林公園イベントで、生クリ 3 品種と焼き栗の販売、さつま

いも 2 品種の販売を行い、品種毎の食味と活用方法の理解を

進めた。 

③  川口市スキップシティーで開催された農産物販売イベントへ

の参加者に、テント、机、イス等必要備品を無償貸与し、パ

ンの販売とＰＲを支援した。 

④  埼玉県（農業ビジネス支援課）の斡旋で、生クリをテレビ埼

玉でインターネット販売、カインズホーム浦和美園店で販売

を行い、販路開拓を行った。 

 

 

(5)地域農産物育成事業 

直売農家の負担軽減と生産拡大を支援するため、野菜苗の受託

生産を支援した。 

 

【具体的取組】 

・ＪＡ埼玉中央に、播種機を貸し出し苗生産に協力した。 

 

【事業実績】 

〔 品 目 別 受 託 状 況 〕                                  （ 単 位 ： 本 ）  

区 分  ｷｬﾍﾞﾂ ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｶﾘﾌﾗﾜｰ ﾛﾏﾈｽｺ 合 計  

本 数  40,800 82,500 10,100 5,700 139,100 

 

 

 

 



 

 
 

Ⅱ 業務の概要 

 

１ 理事会及び監査会の開催状況 

会 議 名  年 月 日  内      容  出 席 者  

監 査 会  ３ .５ .１ ８  

 

令 和 ２ 年 度 事 業 報 告 書 及 び決 算 報 告 書 に

ついて 

監 事 2 人  

第 １ 回  

理 事 会  

３ .５ .２ ７  第 １ 号 議 案  令 和 ２ 年 度 事 業 報 告 及 び附 属

明 細 書 の承 認 について 

第 ２ 号 議 案  令 和 ２ 年 度 決 算 報 告 （ 貸 借 対

照 表 及 び正 味 財 産 増 減 計 算

書 ） 及 び附 属 明 細 書 並 びに財

産 目 録 の承 認 について 

第 ３ 号 議 案  令 和 ３ 年 度 定 時 評 議 員 会 の招

集 の承 認 について 

報 告 事 項   理 事 長 及 び副 理 事 長 の職 務 執

行 状 況 の報 告 について 

理 事 7 人  

監 事 2 人  

第 ２ 回  

理 事 会  

３ .１ １ .１ ８  第 １ 号 議 案  公 益 財 団 法 人 東 松 山 市 農 業 公

社 特 定 費 用 準 備 資 金 等 取 扱 規

程 の制 定 の承 認 について 

第 ２ 号 議 案  公 益 財 団 法 人 東 松 山 市 農 業 公

社 農 業 機 械 利 用 規 程 の一 部 改

正 の承 認 について 

第 ３ 号 議 案  公 益 財 団 法 人 東 松 山 市 農 業 公

社 農 作 業 受 託 規 程 の一 部 改 正

の承 認 について 

報 告 事 項   理 事 長 及 び副 理 事 長 の職 務 執

行 状 況 の報 告 について 

理 事 7 人  

監 事 2 人  

第 ３ 回  

理 事 会  

４ .２ .１ ８  第 １ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 事 業 計 画 、収 支 予

算 及 び資 金 調 達 等 の見 込 みの承

認 について 

第 ２ 号 議 案  特 定 費 用 準 備 資 金 の積 立 につ

いて 

報 告 事 項   理 事 長 の職 務 執 行 状 況 の報 告

について 

理 事 7 人  

監 事 2 人  



 

 
 

２ 評議員会の開催状況 

会 議 名  年 月 日  内           容  出 席 者  

定 時  ３ .６ .２ ４  第 １ 号 議 案  欠 員 に伴 う評 議 員 の選 任 について 

第 ２ 号 議 案  欠 員 に伴 う理 事 の選 任 について 

 

報 告 事 項 １  令 和 ２ 年 度 事 業 報 告 について 

第 ３ 号 議 案  令 和 ２ 年 度 決 算 報 告 （ 貸 借 対 照

表 及 び正 味 財 産 増 減 計 算 書 ） 及 び

附 属 明 細 書 並 びに財 産 目 録 の承

認 について 

報 告 事 項 ２  令 和 ３ 年 度 事 業 計 画 、収 支 予 算

及 び資 金 調 達 等 の見 込 みについて 

評 議 員  

10 人  

監   事  

2 人  

 

 

  



 

 
 

３ 役員・評議員に関する事項 

 

(1)役 員  

（ 単 位 ： 人 ）  

役 職  理 事 長  副 理 事 長  理 事  監 事  合 計  

人 数  1 2 4 2 9 

摘 要  常 勤  非 常 勤  非 常 勤  非 常 勤   

 

 

(2)評議員  

 （ 単 位 ： 人 ）  

選 出  

母 体  

農 業 者  

 

農 業 者 組

織  

県 域 農 業

団 体  
消 費 者  合  計  

人 数  2 3 4 1 10 

 

 

 

 

４ 職員に関する事項 

 

（ 令 和 ３ 年 度 ）                               （ 単 位 ： 人 ）  

職 名  事 務 局 長  事 務 局 次 長  主  任  合  計  

人 数  1 1 １  3 

 

 

 

５ 事業報告の附属明細書について 

 

令和３年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関す

る法律施行規則第３４条第３項の規定に基づく「事業報告の内容を

補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 

 

 

 

 



 

 
 

 

資料２ 

 

令和３年度 

 

決 算 報 告 書 
 

自 令和３年４月 1 日 
至 令和４年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人東松山市農業公社 
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公益財団法人　東松山市農業公社 （単位：円）

当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部

　　1. 流動資産

       　       現金預金 13,985,328 10,724,241 3,261,087

                未収金 590,416 1,129,686 △ 539,270

                前払金 20,900 21,650 △ 750

                前払費用 98,250 71,845 26,405

　　        流動資産合計 14,694,894 11,947,422 2,747,472

2 固定資産

(1) 基本財産

基本財産積立預金 120,000,000 120,000,000 0

基本財産合計 120,000,000 120,000,000 0

(2) 特定資産

減価償却引当資産 30,176,332 28,343,939 1,832,393

農業機械等修繕積立金 4,100,000 0 4,100,000

特定資産合計 34,276,332 28,343,939 5,932,393

(3) その他固定資産

ソフトウェア 562,100 722,700 △ 160,600

機械及び装置 4,166,785 3,879,201 287,584

埼玉中央農協出資金 50,000 50,000 0

その他固定資産合計 4,778,885 4,651,901 126,984

固定資産合計 159,055,217 152,995,840 6,059,377

資産合計 173,750,111 164,943,262 8,806,849

Ⅱ 負債の部 0

1 流動負債 0

未払金 3,586,912 704,081 2,882,831

前受金 9,862 0 9,862

預り金 367,292 444,323 △ 77,031

流動負債合計 3,964,066 1,148,404 2,815,662

負債合計 3,964,066 1,148,404 2,815,662

Ⅲ 正味財産の部 0

1 指定正味財産 0

指定正味財産合計 1,654,555 3,670,767 △ 2,016,212

2 一般正味財産

             (うち基本財産への充当額) (120,000,000) (120,000,000) (               0)

(うち特定資産への充当額) (34,276,332) (28,343,939) (5,932,393)

一般正味財産合計 168,131,490 160,124,091 8,007,399

正味財産合計 169,786,045 163,794,858 5,991,187

負債及び正味財産合計 173,750,111 164,943,262 8,806,849

科        目

貸借対照表

令和４年３月３１日現在



 

 
 

(単位：円)

当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　 １　経常増減の部

　 （１）経常収益

基本財産運用収益 41,904 96,262 △ 54,358
基本財産運用利息収益(定期) 41,904 96,262 △ 54,358
基本財産運用収益(県債) 0 0 0

事業収益 13,524,724 14,565,619 △ 1,040,895
農地中間管理事業収益 3,542,005 4,201,700 △ 659,695
担い手育成・支援事業収益 204,133 211,317 △ 7,184
農林公園担い手育成事業収益 4,396,040 5,332,800 △ 936,760
農業機械有効利用事業収益 701,400 697,850 3,550
農作業受託事業収益 2,007,254 1,951,289 55,965
地域農産物育成事業収益 9,811 861,064 △ 851,253
ぽろたん等特産果樹普及事業収益 2,664,081 1,309,599 1,354,482

受取補助金等 34,848,212 33,749,900 1,098,312
受取東松山市補助金等振替額 34,848,212 33,749,900 1,098,312

受取寄付金 0 0 0
受取寄付金 0 0 0

雑収益 37,577 65,929 △ 28,352
受取利息 449 386 63
雑収益 37,128 65,543 △ 28,415

　　　 経常収益計 48,452,417 48,477,710 △ 25,293
　 （２）経常費用

事業費 32,137,324 33,487,213 △ 1,349,889
給料手当 15,615,383 13,545,744 2,069,639
臨時職員賃金 2,145,059 2,349,606 △ 204,547
福利厚生費 0 0 0
法定福利費 0 0 0
旅費交通費 19,540 9,710 9,830
通信運搬費 254,646 254,669 △ 23
消耗品費 1,892,420 2,907,101 △ 1,014,681
修繕費 1,783,106 922,844 860,262
印刷製本費 145,750 240,900 △ 95,150
燃料費 370,180 527,999 △ 157,819
光熱水費 64,986 82,096 △ 17,110
賃借料 4,185,405 6,025,583 △ 1,840,178
保険料 237,655 297,765 △ 60,110
負担金 0 0 0
委託料 3,361,501 2,841,741 519,760
諸謝金 229,300 142,100 87,200
減価償却費 1,832,393 3,339,355 △ 1,506,962

管理費 8,734,071 10,116,106 △ 1,382,035
役員報酬 4,217,700 3,515,250 702,450
給料手当 1,196,405 2,774,430 △ 1,578,025
臨時職員賃金 0 576,164 △ 576,164
福利厚生費 188,300 178,492 9,808
法定福利費 1,294,917 1,410,554 △ 115,637
旅費交通費 11,510 3,300 8,210

正味財産増減計算書
令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

公益財団法人東松山市農業公社

科　　　　　　目



 

 

 

 

 

 

 

 

通信運搬費 55,014 46,274 8,740
交際費 26,604 12,210 14,394
消耗品費 44,088 38,796 5,292
修繕費 74,055 33,460 40,595
印刷製本費 31,900 0 31,900
燃料費 220,416 91,605 128,811
光熱水費 211,223 207,317 3,906
食糧費 57,796 39,080 18,716
賃借料 391,455 377,291 14,164
保険料 126,020 132,320 △ 6,300
負担金 293,300 375,300 △ 82,000
委託料 205,023 226,803 △ 21,780
租税公課 76,400 74,900 1,500
手数料 440 1,040 △ 600
雑費 11,505 1,520 9,985

　　　 経常費用計 40,871,395 43,603,319 △ 2 ,731,924
　　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 7,581,022 4,874,391 2,706,631
　　　 当期経常増減額 7,581,022 4,874,391 2 ,706,631

２　経常外増減の部

　 （１）経常外収益

固定資産売却益 426,384 0 426,384
機械及び装置 426,384 0 426,384

　　　　 受取補助金等（機械） 0 0 0
　　　 経常外収益計 426,384 0 426,384
　 （２）経常外費用

固定資産除却損（機械） 7 110,570 △ 110,563
　　　 経常外費用計 7 110,570 △ 110,563
　　　 当期経常外増減額 426,377 △ 110,570 536,947
　　　 当期一般正味財産増減額 8,007,399 4,763,821 3,243,578
　　　 一般正味財産期首残高 160,124,091 155,360,270 4,763,821
　　　 一般正味財産期末残高 168,131,490 160,124,091 8,007,399
Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　 受取補助金等 32,832,000 32,981,000 △ 149,000
　　　 受取東松山市補助金 32,832,000 32,981,000 △ 149,000
　　 一般正味財産への振替額 △ 34,848,212 △ 33,749,900 △ 1,098,312
　　　 一般正味財産への振替額 △ 34,848,212 △ 33,749,900 △ 1,098,312
　　 当期指定正味財産増減額 △ 2,016,212 △ 768,900 △ 1,247,312
　　 指定正味財産期首残高 3,670,767 4,439,667 △ 768,900
　　 指定正味財産期末残高 1,654,555 3,670,767 △ 2,016,212
Ⅲ　正味財産期末残高 169,786,045 163,794,858 5 ,991,187



 

 
 

(単位：円)

公益目的
事業会計

法人会計 合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　 １　経常増減の部

　 （１）経常収益

基本財産運用収益 0 41,904 41,904
基本財産運用利息収益(定期) 0 41,904 41,904
基本財産運用収益(県債) 0 0 0

事業収益 13,524,724 0 13,524,724
農地中間管理事業収益 3,542,005 3,542,005
担い手育成・支援事業収益 204,133 204,133
農林公園担い手育成事業収益 4,396,040 4,396,040
農業機械有効利用事業収益 701,400 701,400
農作業受託事業収益 2,007,254 2,007,254
地域農産物育成事業収益 9,811 9,811
ぽろたん等特産果樹普及事業収益 2,664,081 2,664,081

受取補助金等 24,596,212 10,252,000 34,848,212
受取東松山市補助金等振替額 24,596,212 10,252,000 34,848,212

受取寄付金 0 0 0
受取寄付金 0 0 0

雑収益 37,577 0 37,577
受取利息 449 0 449
雑収益 37,128 0 37,128

　　　 経常収益計 38,158,513 10,293,904 48 ,452,417
　 （２）経常費用

事業費 32,137,324 0 32,137,324
給料手当 15,615,383 15,615,383
臨時職員賃金 2,145,059 2,145,059
福利厚生費 0 0
法定福利費 0 0
旅費交通費 19,540 19,540
通信運搬費 254,646 254,646
消耗品費 1,892,420 1,892,420
修繕費 1,783,106 1,783,106
印刷製本費 145,750 145,750
燃料費 370,180 370,180
光熱水費 64,986 64,986
賃借料 4,185,405 4,185,405
保険料 237,655 237,655
負担金 0 0
委託料 3,361,501 3,361,501
諸謝金 229,300 229,300
減価償却費 1,832,393 1,832,393

管理費 0 8,734,071 8,734,071
役員報酬 4,217,700 4,217,700
給料手当 1,196,405 1,196,405
臨時職員賃金 0 0
福利厚生費 188,300 188,300
法定福利費 1,294,917 1,294,917
旅費交通費 11,510 11,510

正味財産増減計算書内訳書
令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

科　　　　　　目



 

 

 

 

 

 

 

 

通信運搬費 55,014 55,014
交際費 26,604 26,604
消耗品費 44,088 44,088
修繕費 74,055 74,055
印刷製本費 31,900 31,900
燃料費 220,416 220,416
光熱水費 211,223 211,223
食糧費 57,796 57,796
賃借料 391,455 391,455
保険料 126,020 126,020
負担金 293,300 293,300
委託料 205,023 205,023
租税公課 76,400 76,400
手数料 440 440
雑費 11,505 11,505

　　　 経常費用計 32,137,324 8,734,071 40 ,871,395
　　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 6,021,189 1,559,833 7,581,022
　　　 当期経常増減額 6,021,189 1,559,833 7 ,581,022

２　経常外増減の部

　 （１）経常外収益

固定資産売却益 426,384 0 426,384
機械及び装置 426,384 0 426,384

　　　　 受取補助金等（機械） 0 0 0
　　　 経常外収益計 426,384 0 426,384
　 （２）経常外費用

固定資産除却損（機械） 7 0 7
　　　 経常外費用計 7 0 7
　　　 当期経常外増減額 426,377 0 426,377
　　　 当期一般正味財産増減額 6,447,566 1,559,833 8,007,399
　　　 一般正味財産期首残高 20,113,442 140,010,649 160,124,091
　　　 一般正味財産期末残高 26,561,008 141,570,482 168,131,490
Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　 受取補助金等 22,580,000 10,252,000 32,832,000
　　　 受取東松山市補助金 22,580,000 10,252,000 32,832,000
　　 一般正味財産への振替額 △ 24,596,212 △ 10,252,000 △ 34,848,212
　　　 一般正味財産への振替額 △ 24,596,212 △ 10,252,000 △ 34,848,212
　　 当期指定正味財産増減額 △ 2,016,212 0 △ 2,016,212
　　 指定正味財産期首残高 3,670,767 0 3,670,767
　　 指定正味財産期末残高 1,654,555 0 1,654,555
Ⅲ　正味財産期末残高 28,215,563 141,570,482 169 ,786,045



 

 

 

１　継続組織の前提に関する注記

　　該当なし。

２  重要な会計方針

  (１) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　 満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）によっている。

　　　 その他のものは原価法を採用している。

　(２) 固定資産の減価償却の方法

　　　 ソフトウェア、機械及び装置については、定額法を採用している。

  (３) 消費税等の会計処理

　　　 消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３  会計方針の変更

　　該当なし。

４. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　    　目

基本財産

  積立預金 120,000,000

小 　  計 120,000,000

特定資産

　減価償却引当資産 28,343,939

　農業機械等修繕積立金 0

小 　  計 28,343,939

合  　 計 148,343,939

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　   　　目

基本財産

  積立預金 120,000,000 （ 0 ） （ 120,000,000 ） （ - ）

小   　計 120,000,000 （ 0 ） （ 120,000,000 ） （ - ）

特定資産

　減価償却引当資産 30,176,332 （ 0 ） （ 30,176,332 ） （ - ）

　農業機械等修繕積立金 4,100,000 （ 0 ） （ 4,100,000 ） （ - ）

小  　 計 34,276,332 （ 0 ） （ 34,276,332 ） （ - ）

合  　 計 154,276,332 （ 0 ） （ 154,276,332 ） （ - ）

当期末残高

34,276,332

5,932,393 0 154,276,332

（うち負債に
対する額）

（単位：円）

5,932,393 0

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産から
の充当額）

30,176,332

0 0

（単位：円）

財務諸表に対する注記

0 0 120,000,000

前期末残高

4,100,000 0 4,100,000

当期増加額 当期減少額 当期末残高

120,000,000

1,832,393 0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

７　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表
の記載区分

（単位：円）

       ソフトウェア

       機械及び装置 41,359,450 4,166,785

803,000 240,900 562,100

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

34,848,212 1,654,555

補助金等の名称

41,600,350 4,728,885合　　　計

　　　減価償却費計上による振替額

合　　　　　計

金　　　　額

32,832,000

1,379,598

34,848,212

内　　　　　　　容

経常収益への振替額

　　　目的達成による指定解除額

　　　固定資産売却簿価振替額 636,614

６　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期期末残高

指定正味財産

８　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

補助金

公益財団法人東松山市農業公社交付金
東松山市 3,670,767 32,832,000

46,329,235

科　    目 当期末残高減価償却累計額取　得　価　格

45,526,235



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1　基本財産及び特定資産の明細

　 基本財産及び特定資産について、財務諸表の注記に記載をしているため記載を省略する。

２　引当金の明細

　　該当なし。

附属明細書



 

 
 

（単位：円）

（流動資産） 

  

 

 

  

更新料金等の前払分

  

（固定資産）

    基本財産 埼玉中央農業協同組合

    特定資産 埼玉中央農業協同組合

埼玉中央農業協同組合

    その他固定資産 農地管理用ソフトウェア

コンバイン、トラクター等

埼玉中央農業協同組合

   

    資産合計

（流動負債）

  

  

     所得税

    　住民税

雇用保険料

社会保険料

   流動負債合計

  負債合計

   正味財産

固定資産合計

流動資産合計

職員控除分

機械利用料・作業受託料

基本財産積立預金

未払金

預り金

職員源泉分

未収金

減価償却引当資産

13,985,328

前払費用 翌年度に継続する自動車保
険の翌年度分保険料

更新料金等の前払分 98,250

財産目録
令和４年３月３１日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金    額

公益財団法人　東松山市農業公社

普通預金預金

前払金 20,900サーバー更新料・保険更新
料

利用料金等の未収分

154,888

運転資金として 13,427,422

運転資金として 403,018

埼玉中央農業協同組
合北支店

埼玉りそな銀行東松山
支店歳計外

埼玉りそな銀行東松山
支店

運転資金として

30,176,332

120,000,000基本財産であり、運用益は、法
人運営の用に供している

機械購入のための積立金

590,416

14,694,894

埼玉中央農協出資
金

50,000

公益目的保有財産であり、公
益事業の用に供している

562,100ソフトウェア

機械及び装置 公益目的保有財産であり、公
益事業の用に供している

159,055,217

173,750,111

169,786,045

3,964,066

3,964,066

農業機械等修繕積
立金

4,100,000機械の定期点検・整備・修理の
ため特定費用準備資金として
管理している

加工品売上等

1,044

49,142

職員からの保険料預り

職員からの保険料預り

職員負担分

職員負担分

367,292

職員からの源泉所得税預り 132,306

職員からの住民税預り 184,800

3,586,912

前受金 9,862

臨時職員賃金、修繕費等

4,166,785


